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午前９時２５分開会 

○委員長（米田 達也） すみません、定刻より少し

早いですけども、皆様お集まりですので、ただいま

から防災対策調査特別委員会を開会いたします。 

 皆様、おはようございます。ようやく木谷委員の

庭にも桜が咲き始めて、春の足音が聞こえてまいる

頃ですけども、２月１４日の防災臨時委員会から１

か月となりますけども、当局の皆様、議会から、市

民の方からも多様な意見もお聞きになられてるこ

とかと思いますけれども、本日は本市の能登半島へ

の支援対応について、ご説明を頂戴したいと思って

おりますので、本日は常任委員会並みに当局の皆様

が多くて、ちょっと面食らっておりますけれども、

本日はよろしくお願い申し上げます。 

 次に、柳沢日高振興局長から、本日の委員会を欠

席する旨の申出がございましたので、併せてご了承

願います。 

 早速ですけども、それでは３番の協議事項に入ら

せていただきます。 

 まず初めに、１番、能登半島地震にかかる豊岡市

の支援対応についてを議題といたします。 

 当局の報告を求めます。 

 危機管理部危機管理課、木下参事、お願いします。 

○危機管理課参事（木下 喜晴） お手元の資料のほ

う、令和６年度能登半島地震珠洲市の避難所運営支

援といったことで、そちらのほうをご覧ください。 

 私のほうからは、能登半島地震の被災地支援とし

まして、兵庫県隊の一員として参加いたしました避

難所の運営支援と家屋被害認定調査業務について、

報告をさせていただきます。 

 まず最初に、避難所運営支援について報告をさせ

ていただきます。１ページめくってやってください。

避難所支援隊第５陣といったことで参加をさせて

いただきました。活動内容といたしましては、珠洲

市の中にあります避難所の運営支援のほうを行っ

ております。期間としましては、１月の２０日から

１月の２５日、実質、珠洲市内での活動は４日間、

３泊４日ということで活動をしました。第５陣では

兵庫県の職員が６人、明石市、芦屋市、豊岡市、各

２人ずつといったことで１２人の体制で向かって

おります。その他、珠洲市に入っておりました対口

支援の自治体としまして、浜松市、福井県、千葉県、

山梨県、千葉市、神戸市、熊本市というとこが入っ

ておりました。総括支援としまして、浜松市が全体

を取り仕切っておったんですが、避難所の巡回によ

ります情報収集等を兵庫県のほうが担任をしてい

たというところでございます。珠洲市内の宿泊先と

いったことで、体育館の２階、トレーニングスペー

スのほうを利用させていただきました。１階は物資

集積所ということでございまして、女性の職員は各

自治体が確保しておりましたキャンピングカーで

宿泊をしております。 

 なお、この避難所運営支援につきましては、４月

１日までの第２３陣で業務のほうを終了するとい

う連絡が昨日入っております。また、新たな支援業

務としまして、義援金の交付事務といったことで、

短期の派遣職員、職員の派遣要請のほうが届いてお

るといったような状況でございます。 

 次のページ、お開きをください。地理的なもので

ございます。豊岡市から金沢市まで、おおむね５時

間程度、金沢市から一番、能登半島の先、珠洲市ま

でが道の悪いこともありまして、５時間程度かかっ

ております。我々が活動させていただきましたのが、

吹き出しのほうで出しております、珠洲市役所から

少し東側になります、正院地区、三崎地区といった

ところで避難所運営の活動のほうをさせていただ

いております。 

 次のページをお開きください。珠洲市の避難所の

状況を載せさせていただいております。こちら見て

いただくと、かなりの数の避難所が当初あったとい

う状況です。我々が巡回させていただきましたとこ

ろが、赤枠で囲っております、いわゆる正院地区の

ほうの３か所のほうに１日、これと青丸で囲んでお

ります三崎地区のほう、こちらのほうを２日間回ら

せていただいたというところでございます。 

 次のページをお開きください。避難所運営業務で

ございますが、内容といたしましては、避難所のほ

うを巡回させていただいて、避難者のニーズ調査を
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行うということでございます。それぞれ各市町の車

両で避難所のほうを巡回するということでござい

ましたが、我々が入る前の班までは、道の状況が悪

かったといったことがありまして、自衛隊車両等に

乗せていただいて、避難所のニーズをしていたとい

うことをお聞きをしております。朝の全体ミーティ

ングで支援自治体全てが集まって、情報の共有をし

て、避難所ニーズを拾ってきたものを入力させてい

ただいて、珠洲市の災害本部とも情報共有をしてい

たというふうな格好になります。 

 次のページです。実際、我々が行かせていただい

たとこの宿泊の状況とか、食事の状況でございます。

こういうふうな、ただ何もないところ、床の上に寝

転がってというふうな形でございました。写真の右

側、トイレのほうになります。これ、ペール缶みた

いなのが置いてあるんですが、ここで大便をすると

いったようなところでございます。水が全くない状

況ですので、水洗トイレが使えないので、それぞれ

袋の中に排出をして、処理剤で固めて、ごみとして

出すというような格好です。下のほうは食事とか、

生活物資、これ、兵庫県やそれぞれ各市持ち寄りで

供用で使っておりました。 

 次のページをお開きをください。我々が行かせて

いただいた間に、いよいよ珠洲市内のスーパーなん

かも開き始めたといったところでございます。我々

が入る前まで、前の日までは、全然お店開いてなか

ったんですが、１月２４日からドラッグストアがオ

ープンされて、生鮮食品等も入荷のほうが始まって

おったという状況でございます。 

 次のページをお願いします。避難所運営の一日の

スケジュールになります。６時に起床です。体育館

の電気がつきますので、眠たくても無理やり起こさ

れます。７時半には全体ミーティングがありまして、

８時から避難所に配付するようなものの準備等も

行います。うちはこちらのほう、２日目にようやく

それぞれの避難所のトイレの状況を把握しなさい

と、発災後２１日たってからそのような状況であり

ました。３日目には、避難所のほうに化粧品の試供

品を提供したいといったとこがありまして、そのよ

うなニーズも把握してきなさいというふうなこと

でありました。実は、我々が３日目以降のところ、

次の班に、ようやく避難所におられる人数の把握を

しなさいといったようなところで、まだこの時点で

正確な避難所におられる人数が本部のほうで把握

ができてなかったということが分かったところで

ございます。９時から避難所のほう、巡回スタート

しまして、１２時昼食、昼からの分の巡回をスター

トして、おおむね１４時くらいには避難所の巡回の

ほうを終了させていただいて、避難所で得たニーズ

のほうの入力する、１５時半には珠洲市の災害本部

会議が毎日行われますので、それに間に合うように

ニーズのほうを入力して、珠洲市のほうから必要な

物品のほうの発注をかけていただくというふうな

流れでございました。 

 次のページをお開きください。我々が回らせてい

ただいた避難所の状況の一部でございます。こちら

のほう、まず正院小学校というとこでございます。

左上の画像でございますが、こっちの右のほうが体

育館になっておりまして、物資のほうが集積をされ

ておる場所になります。すぐ裏の山が崩れておる状

況の中で、こちらのほうで避難所の物資の管理をさ

れておったというとこでございます。右の画像のほ

うは、コンテナハウスのほうの建築の状況でござい

ます。こちらの正院小学校につきましては、１０３

人の避難者がおられまして、福井県の職員が常駐を

されて、看護師もおられるといったようなとこでご

ざいました。我々が行かせていただいた間には、天

理教によります炊き出しが毎日されておったとい

うようなところでございます。この物資置場になっ

ております体育館、屋根のほうが地震で壊れており

まして、雨漏りがしておる中で、物資のほうはここ

で管理をしておるというふうな状況でした。 

 次のページをお開きください。こちら、ちょっと

少し小規模になるんですけども、元保育園でありま

した飯塚保育園というとこに行かせていただいて

おりました。こちらのほうは避難者３５人、２世帯

が自衛隊のほうが設置されとるテント、屋外にあり

ますテントで寝泊まりをされておるというふうな
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状況でした。こちらのほう、井戸水が確保できたと

いったことで、生活用水に利用されておりましたし、

沖縄のボランティア団体によります薪の風呂が設

置されたといったようなところがございました。 

 次のページをお開きください。輪島のほうでビニ

ールハウスの避難所というのがかなり報道されて

おりましたが、こちら、珠洲市のほうにもビニール

ハウスによる避難所がありました。こちら、避難者

５５人、そのうち４２人は在宅の避難者で、物資の

みを取りに来られるというふうにお聞きをしてお

ります。こちらのほうも山の沢水を利用されて、生

活用水に利用されていたというところでございま

す。水のほうはそういうふうな格好ですが、トイレ

のほうでございますが、浄化槽のタイプのトイレが

設置されておりましたので、比較的、清潔な状態で

トイレのほうは利用されておったというふうな状

況です。 

 次のページをご覧ください。小規模な避難所とい

ったような格好で、いわゆる地区の公民館や民家の

ほうも避難所として利用をされておるようなとこ

ろでございます。 

 次のページご覧ください。こちらは廃校になった

小学校が避難所になっとったといったようなとこ

ろで、見ていただいたとおり、床の上にブルーシー

トを敷いてといったような格好でお過ごしになら

れておりました。避難所の状況を見ておりまして、

区の公民館に設置されたような避難所につきまし

ては、隣近所の方だけが利用されておるようなこと

でしたので、それぞれで助け合いながら、物資の融

通もされ、健全な避難所運営ができておったのかな

というふうに感じております。一方、小学校などの

１００人を超えるような避難所につきましては、避

難所にそれぞれ県なり市なりの支援職員が配置さ

れておるというふうな形がありまして、それによっ

て、もう避難所運営が自分たちでせんなんというお

考えがないようでして、こういう巡回に回らせてい

ただいても不平不満をかなりお聞かせいただくよ

うな内容でございました。 

 続きまして、被害の状況でございます。家屋の倒

壊状況です。２３日の日に回らせていただきました。 

 次のページをお開きください。左上のほうがグー

グルのストリートビューに載っとった、ちゃんと建

っとった時点のおうちになります。こちらのほうの

家が右下のような格好、屋号の吉という字がそのよ

うな状態になっておるというような状態です。その

向かい側のお宅になります。立派なお宅でしたが、

この左下の画面、左側になっております、ぺしゃん

こになった家がこのようになっとるような状況で

す。 

 次のページになります。こちらも同じくストリー

トビューから取ったとことの比較になりますが、完

全に１階が倒壊しておって、２階もひしゃげてしま

っとるような状況でございます。 

 続きまして、１８ページ目の画像をご覧ください。

こちらのほうですが、隣の家は潰れておるんですが、

赤枠で囲っております青いお宅でございます。かな

り新しいおうちでございまして、こちらのほうは全

く被害が見受けられないというふうなところであ

りました。こういうとこも参考にしながら、また出

前講座のほうで市民の方にも啓発をしていこうと

思っておりますが、次のページご覧ください。家屋

倒壊の状況を見まして、やっぱり古い家は潰れるん

だなというところでございます。住宅の耐震化を進

める必要があるというふうに思っております。こち

らのほう、下のほう、グラフで示しておりますが、

いわゆる昭和５６年、１９８１年までに建てられた

家、旧耐震の家につきましては、熊本地震のときに

倒壊なり、大破といったような形が４割を超えるよ

うなところ、これが新耐震になりましたのになると、

ぐっと減って２割程度、２０００年以降になると、

６％程度といったことで、やはり新しい家、耐震化

を進める必要があるなというふうに思っておりま

す。 

 ただ、もう一つ大事なのが、次のページになりま

す。こちら、ほかの資料になるんですけれども、家

屋の倒壊よりも身近に起こる家具の転倒防止、こち

らのほうについても、強く市民の方に周知をしてい

かなくてはならないというふうに思っております。 
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 次のページです。参考程度ですが、震度でそれぞ

れ起こるようなことというのをまとめております。

下のほうに２０２３年に発生しました最大震度別

の回数といったようなことで、震度５弱、震度５強

というのが合計７回といったところ、この辺りにな

ると、家は基本的には潰れませんが、家具の転倒が

始まるといったようなとこで、家具の転倒防止、さ

らに進めていく必要があるというとこを訴えてい

きたいと思っております。 

 次のページになります。我々が過ごしておりまし

た１階が物資の集積所ということでございました。

その画像でございます。体育館専用の施設は全くご

ざいません。ローラーもコンベヤーのような物資の

運搬に必要な施設というものも全くありません。台

車に物資を積み込んで運搬していくということで、

この物資の管理のほうは浜松市がされて、物資の運

搬のほうは自衛隊のほうがされておるといったよ

うなところでございます。冬場の災害でしたので、

左下のとおり、灯油缶が物すごく返ってきて、これ

また満タンにして、全ての避難所にお届けするとい

ったようなことで、毎日過ごされとったというふう

な状況です。 

 次のページです。こちらのほうが物資集積所の入

り口、要は物資を搬入する、搬出するための施設で

ございます。階段になっておりましたら、物資の搬

出のほうがスムーズにできないといったことで、自

衛隊のトラックに積むために１段げたを履かせた

ような格好で、階段を使わずに搬入ができる工夫を

されておりました。右下のほうです。これ、水を積

み過ぎて、体育館の床が抜けたというふうなところ

です。やはり専用施設でないところに素人がやると、

こういうことになるんだなというふうに感じてお

るところでございます。 

 次のページをお開きください。物資集積所の状況

です。上のほうの画像になります。この２枚につき

ましては、個人から送られた小口の物資ということ

でございます。基本的には箱から取り出して、需要

があれば持っていってくださいねというふうな扱

いになっております。左下の画像です。これ、ヤク

ルトが届きました。１万１，０００本届きました。

こういうのが配付先も決まらず、デッドストックに

なったりとかということで、非常に困る物品だとい

うことで我々は認識をしております。非常に物を申

し上げにくいんですが、企業様からの物資というの

は非常にありがたいと思っておりますけども、結局、

荷受けや配分のほうに手間が取られてしまうとい

ったことで、こちらのほうが、どうしても円滑な物

流の阻害をするようなこととなっております。個人

的な物資の提供に当たっては、配付先まである程度

考えていただいて、通常業務のほうに支障がないよ

うな形というのを考えていかなくてはならないな

と思っております。 

 次のページでございます。今回の能登半島地震、

水が出ないといったことで、トイレの問題が非常に

多く取り上げられました。多少、ぼやかしておりま

すが、あまりぼやかしてないのもあります。公衆ト

イレにつきましては、水が流れない状況でもどんど

んされていくというふうな状態です。右下のほう、

信玄くんと書いてあるものがあります。こちらのほ

うですが、循環式浄化槽というものでございまして、

私たちがおらせていただいた体育館のほう、そちら

のほうも浄化槽タイプの下水だったんですけども、

こちらの浄化槽のほうが満杯になってきたといっ

たことで、そういう移動式の浄化槽のほうを持って

きて対応されたというふうな状況でございます。 

 次のページをお開きください。ほかのトイレの状

況でございます。上の２枚につきましては、男性の

小便器についてはさせていただいて、自分で水流せ

るという格好、大便器のほうは閉じられておって使

えないというふうな格好です。下のほうも道の駅の

トイレでございます。こちらのほうは、処理剤のほ

うでちゃんと処理してくださいねといったような

形で、トイレの入り口の処理セットが置いてあると

いうふうな形でございます。 

 その次のページお開きください。こちらのほうで

すが、我々の希望の光でありました、南あわじ市の

トイレカーでございます。こちらのほう、ウォシュ

レットつきでございまして、医療センターのほうに
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配置をされておりました。女性の方の医療関係者が

多かったといったことで、そちらのほうに配置され

ておりましたが、こちらのほうはウォシュレットが

ついとるといったことで、皆さん、ありがたくご利

用されておったというふうにお聞きをしておりま

す。ただ、このために、南あわじ市の職員さんがず

っと２人、こちらのほうについておられたといった

ことで、なかなかそれも大変なことだなというふう

に思っておりました。 

 次のページをお開きください。災害現場のほうで、

実際に皆さんがご利用いただいてた簡易トイレの

関係です。出前講座のほうでも地震や風水害のとき

で下水が使えない場合、こういうふうなもの使って

くださいといったことで、市民の方には周知をして

おるとこでございますが、こちらのほうの家庭での

備蓄のほうも、今後強く訴えていきたいと思ってお

ります。 

 次のページをお開きください。その他の活動とい

ったことで、自衛隊のほうの活動でございます。お

風呂の関係ですとか、給水のほう、それとか、自衛

隊の食事のほうも一部頂きました。山本太郎さんが

炊き出しを食べて叱られておりましたが、自衛隊の

ご飯につきましては、被災応援職員のほうも食べて

くださいといったことで、実際に珠洲市役所前でこ

ういう給仕をされておったんですが、何々市とか書

いたビブスを着た職員さんのほうがたくさん並ん

で、ご飯の提供のほうを受けておられたというふう

な状況でございます。 

 次のページです。津波の状況になります。左上の

ほうが飯田港といったとこで、船が転覆してるよう

な状況、右の上のほうが三崎地区での津波の状況で

す。下の２枚のほうが見附島という有名な島がある

んですが、その対岸にある宿泊施設の状況です。海

岸のすぐそばといったことで、１階が全て壊れてお

るような状況でございました。 

 次のページの津波の状況です。こちらのほう、三

崎地区の状況になります。新築の家でも、やっぱり

津波に対しては、波の勢いで全て破壊をされておる

ような状況でございます。 

 次のページです。話題になっておりました、隆起

した海岸のほうになります。こちらのほう、能登半

島の一番北側のほうになるんですが、こちらの地域

のほうに行かせていただくと、隆起した状態といっ

たことで、かなり水位のほうが、我々が行かせてい

ただいたところで２メートル程度、隆起をしておっ

たような状況だと思っております。 

 その他、次のページになります。その他の被害と

して、浮き上がったマンホールですとか、道を塞ぐ

大きな岩とかというような状況でございました。 

 次のページをお開きください。避難所運営の関係

のまとめといったことで、今後の対応などを書かさ

せていただいております。危機管理課といたしまし

て、していかなくてはならないこととしまして、地

震の第１撃破で死なないための啓発というのが必

要だなというとこでございます。実際には住宅の耐

震化、家具の転倒防止といったところ、また、物資

が届くまでの備えとしまして、家庭での備蓄、ロー

リングストックの啓発、また、実際に市の業務とし

て行わなくてはならない物資の円滑な供給のため

に、専門知識を有する民間事業者の活用、これを活

用しないと市の職員と自衛隊でいつまでも物資の

提供、供給を続けるのは難しいだろうなと思ってお

ります。また、避難所運営についても、市の職員だ

けでは運営が困難だなと改めて感じたところでご

ざいます。トイレの課題です。携帯トイレ、トイレ

処理剤のほうの計画を進める必要があると思って

おります。水道の課題です。水がないということで、

自宅避難をされてない方がたくさんございました。

また、廃棄物の処理というのが大きな課題だと思っ

ております。倒壊家屋等の廃棄物の処理ができない

ということで、生活再建につながっていないような

状態を目の当たりにしたところでございます。 

 次のページお開きください。こちらのほうが家屋

被害認定の関係で、行かせていただいた職員からの

報告でございます。家屋被害認定については、第７

陣といったことで現地のほう、入らせていただいて

おります。 

 次のページをお開きください。期間ですが、２月
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の１４日から２月の２０日まで、現地のほうでは５

日間、活動をしております。業務の内容としまして

は、家屋被害の一次調査を行っております。第７陣

のほうは、８団体１６人が兵庫県隊の構成になって

おります。 

 次のページをお開きください。１日のスケジュー

ルです。全体ミーティングがあり、家屋被害調査に

９時から行って、１６時半には調査終了、その後、

１７時から全体のミーティングをして、データのエ

ラーチェック等を行って、１７時１５分には解散と

いうことでお聞きをしております。 

 次のページをお開きください。家屋被害に向かっ

たエリアとその件数についてでございます。調査１

日目のほうには、若山地区といったことで、市役所

のほうから少し山のほうに入った区域になります。

豊岡からの派遣隊については、１２件の調査を行っ

ております。２日目も同じく若山地区に入りまして、

その日は１９件の調査のほうをしておったという

ふうにお聞きをしております。 

 次のページをお願いします。家屋調査３日目につ

きましては、日置地区、一番北側のほうになります。

こちらのほうについて、２５件の調査、４日目につ

きましても同じく日置地区のほうで３４件の調査

を終えたということでございます。 

 次のページをお願いします。最終日、５日目につ

きましては、大谷地区といったことで、こちらのほ

う、８件ということでございます。こちらのほうな

んですが、非常に道路事情が悪くて、行くのにかな

り時間がかかるというふうなとこもございまして、

件数のほうが少なかったというふうにお聞きをし

ております。 

 次のページには、家屋被害調査の状況といったこ

とでございます。第７陣までで、このような件数と

いうことでございます。家屋被害調査につきまして

は、一次調査のほうが３月中に完了して、二次調査

のほうに入っておるというふうな状況でございま

す。二次調査のほうの現在、積み残しが６００件ほ

ど、まだ珠洲市内であるようでして、兵庫県にも４

月以降の派遣要請のほうが昨日届いておるところ

でございます。 

 次のページをお願いします。家屋被害の調査方法

でございます。基本的にはこちらのほう、システム

を使って、タブレットや携帯なんかで調査のほうを

するような形を取っておったというふうに聞いて

おります。 

 次のページに実際の流れでございます。スマホ型

のシステムのほうを利用しまして、被害程度のチャ

ート図に合わせて、その内容をどんどん入力してい

くというふうな形でございます。 

 次のページ、そのシステムの主な概要みたいなと

ころが書いてありますが、課題としまして、電波状

況によってデータ送信ができないといったような

ところ、また寒い時期でしたので、携帯端末のバッ

テリーの消耗が激しいといったことが課題だった

というふうに聞いております。 

 次のページです。第７陣の活動を終えてといった

ようなところで報告いただいとる分ですが、現地で

第７陣のリードする役割の人がないと、行ってこい

と、行って帰ってきたら調査だけ終わって、入力が

してというようなことで、特に全体の状況の把握も

できないといったようなとこは課題だったという

ふうに聞いております。 

 次のページには、家屋被害調査の方が行かれたと

きの町の状況でございます。倒壊したままの状態の

家屋が多数といったことで、家屋被害調査が終わら

ないので、家屋の片づけが進んでいないといったと

こが、片づけが進まない大きな要因だというふうに

言っております。 

 次のページをお開きください。そちら、被害調査

に行っとった職員の宿泊でございますが、私たちの

体育館と違いまして、キャンピングカーで寝泊まり

をしておったというところでございます。入浴のほ

うです。市役所から徒歩５分くらいにあります飯田

小学校のほう、自衛隊のお風呂を利用していたとい

うことでございます。 

 以上で、避難所運営支援と家屋被害調査の支援業

務についての報告を終わらせていただきます。 

○委員長（米田 達也） 次に、上下水道部、川端部
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長、お願いします。 

○上下水道部長（川端 啓介） お疲れさまです。上

下水道部のほうからは、水道課のほうから、応急給

水活動支援に職員を派遣しましたので、そのことに

ついて報告をさせていただきます。それぞれ、資料、

皆さんよろしいでしょうか。 

 まず、概況です。派遣地としましては、本部が金

沢市の企業局にございました。ここで打合せや情報

を収集して、拠点として活動しました。現地の活動

区域としては、日本水道協会の兵庫県支部が、石川

県鳳珠郡の穴水町の担当となりましたので、こちら

のほうで現地活動を行っておりました。日本水道協

会の兵庫県支部の先行隊の調査による担当割りで、

豊岡市のほうは現地活動期間としましては、１月の

７日から１１日の期間で活動をいたしました。発災

後、まだ１週間もたってない状況の中で給水活動を

始めましたので、まだ現地の情報もあまり入ってな

い中での活動でした。職員体制としましては、水道

課の職員６名としておりますが、３人を１班として、

途中で交代、引き継ぎをして、３人体制で活動を行

うということで、活動に利用した車両については、

加圧式の給水車４トン、加圧式というのは、ポンプ

をつけておりますので、高いところへも給水が可能

となるという車両でございます。それと、連絡支援

車としてワゴン車、この２台で活動を開始いたしま

した。 

 活動内容としましては、ほぼこの時点では、全戸

断水状況でしたので、取水可能な浄水場等から取水

をして、それぞれ避難所とか、活動してる自衛隊と

か、その時点で必要な給水ポイントに給水するとい

うような活動を行いました。まだ穴水町は宿もお店

も道路の状況も壊滅的な状況でしたので、宿としま

しては、金沢市内に宿を取って、そこから朝５時か

ら活動を開始して、２時間程度かけて、現地に向か

っていたというように聞いております。 

 次のページめくってください。こちらは、３月５

日現在の断水状況です。この時点では、石川県の能

登半島の北部ですね、奥能登とか言われるところが、

いまだまだ、断水状況が半数以上続いてるような市

町も残っております。担当してました穴水町につい

ては、全戸断水は解消しております。ただ、活動に

行った当初、厚労省の断水状況の情報が直前は情報

把握もできないので、よくつかめてないんですが、

ほぼほぼ、能登半島の北部は全戸断水だったと思わ

れます。３週間ほど経過した情報が、ようやく情報

が落ち着いてきたと思われますが、その時点でも、

北部の石川県の８市町については、６割以上がまだ

断水中というような状況でした。現在、もう大分復

旧してきておりますけれども、本復旧には至らず、

奥能登のほうについては、多分、仮復旧での断水解

消というような状況の数字と思われますし、仮に本

管が断水解消しても、各おうちの給水が復旧できて

ないということで、現実的にはまだ断水状況にある

お宅も少なくないと思われますので、この辺の状況

解消や支援も今後はいろいろ考えていかないとい

けないんじゃないかなっていうふうに置き換えて

感じておりました。 

 次をめくってください。これ、現地の道路状況の

写真でございます。発災後、１週間たってないよう

な、１週間後ぐらいな状況なんで、まだ珠洲や輪島、

被害が甚大だった手前の七尾とか、穴水町とか、能

登町とかの状況でも道路がかなり被害を受けてお

りまして、支援のための、こういう連絡道路もなか

なか予定どおりの移動にままならないような状況

が大きかったようです。 

 次のページに行ってください。これが給水の活動

状況です。左の車が道の左端に寄って並んでる状況

です。これ、交通渋滞ではなくて、これは支援に来

た車両なんですけれども、水をくめるところがまだ

非常に限られておりまして、水を給水車にくむのに

も、こういう順番待ちをしないといけないというこ

とで、給水活動を行うにも、非常に効率が悪かった、

時間がかかったというようなことの状況の写真で

す。右側は、自衛隊がなかなか一般車両では行けな

いようなルートや場所に給水活動に回るのに、ここ

の自衛隊の給水車に給水するというような風景の

写真です。 

 その次、行ってください。陸路がまだまだ十分に
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復旧してなかったので、港から、自衛隊船から保水

をして、各必要なところに届けるというような状況

が左上の写真です。真ん中の上の写真は、給水車で

は近づけないようなところとか、一応、備蓄しとく

ように、給水パックをあらかじめ作って、そういう

対応の必要なときに備えるというようなことをし

てる状況です。右の写真は、福祉施設、高齢者の施

設に大きな受水槽があるんですが、こちらに直接給

水すると。写真のように高い位置に吸水口がござい

ますもので、加圧式のポンプ車でないと、こういう

給水は対応できないということです。 

 下の給水風景は、ほかの支援に来た自治体にお水

を分けているような状況です。まだまだ発災後、間

もない頃ですので、細やかな活動というよりも、最

低限必要なところに現場で判断して対応するとい

うような状況だったというふうに聞いております。 

 その次のページ行ってください。一応、前段、日

本水道協会兵庫県支部の指示をもらってというふ

うにお話をしましたが、水道関係の場合は、日本全

国、日本水道協会のネットワークがふだんから張り

巡らされており、こういう大きな災害の時点では、

もう瞬時にどこが動くというようなルールづくり

や、被災を受けたところもすぐに水道協会の担当の

最寄りの直轄担当に被害報告を入れるというルー

ルが確立しております。これによって、カウンター

パート方式が今、一般的になっておりますが、以前

から必要なところに必要な支援を届けると、漏れや

重複を避けるというようなことをしっかりとした

ネットワークの上でやっております。兵庫県の活動

区域になった穴水町については、現在ではもう完全

に復旧でき、断水解消、本管についてはしておりま

すので、ここの給水活動と応急復旧活動についても、

断水解消としたということで、日本水道協会につい

ては、穴水町の支援を撤退しております。その手を

今度、その上の能登町のほうがまだ断水が解消され

ておりませんでしたので、こちらのほうに支援の手

を入れて、神戸市等が業者を伴っての復旧活動支援

を行っておりましたが、こちらについても３月の末

でおおむねめどがつくというふうに聞いておりま

す。 

 支援に行って感じたことは、やっぱりなかなか大

きな災害が起きたときには、自前で対応ってことは

まずできないので、いかに支援を受けやすい体制を

ふだん整えておくかということに尽きるなと思い

ました。管理してるデータとか、そういうものをで

きるだけクラウド化して、被災を現地が受けても、

外から情報が取れるということや、ふだんから管理

してる施設の状況がほかの管理してない人でも分

かりやすいような状況にしておく必要があるとい

うことを改めて強く感じました。今後の活動にとい

うことも生かしていきたいと思います。 

 上下水道のほうからは以上になります。 

○委員長（米田 達也） 川端部長、ありがとうござ

いました。 

 続きまして、消防本部、向井参事、お願いいたし

ます。 

○消防本部参事（向井 雅人） 消防本部からは、緊

急消防援助隊の兵庫県大隊として派遣した概要を

説明させていただきます。 

 資料のほうは、緊急消防援助隊派遣の概要という

ことでご覧ください。なお、右上のほうにページ番

号を記しております。 

 ２ページ目になります。まず、１月１日、能登半

島での発災から約２週間後に兵庫県大隊に出動指

示が出されましたが、それまでの経緯を簡単に説明

いたします。総務省消防庁は、発災から約２０分た

った１６時３０分に緊急消防援助隊による救援が

必要であると判断しております。その１時間後です

けども、１７時３０分に、愛知、岐阜の２県に具体

的な出動指示が出されました。その後、１８時８分

に新潟をはじめとする５府県を追加、さらに、１９

時１５分に４府県に出動指示が出され、約１週間程

度は１１府県での緊急消防援助隊が活動しており

ます。その後、１週間後の１月８日に、新たに東京

都を含めた７都道府県に出動指示が出され、同日に

は６県の隊に引上げが決定されており、１２都道府

県での支援活動が続けられておりました。そして、

発災から約２週間後の１月１３日に、兵庫県に対し
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て出動指示が発出されております。 

 次のページ、３ページご覧ください。これは、緊

急消防援助隊の出動計画から、石川県が発災した場

合を地図として示した資料となります。石川県が発

災した場合、基本的にはこの黄色で示しました４県

が第１次出動を都道府県として、また、緑で示した

１２府県が出動準備都道府県として定められてお

りまして、発災直後については、おおむねこれを基

に出動指示が行われております。 

 ４ページ、次、ご覧ください。１３日に出動指示

が出され、翌１４日に兵庫県大隊の指揮隊が先遣隊

として現地に向かっております。そして兵庫県大隊

の実活動部隊は１５日の出発で調整されまして、当

消防本部も同日に出発しております。派遣人員は消

火隊が４名、救急隊３名、後方支援隊２名の計９名

に加えまして、神戸市消防局内に設置されました兵

庫県大隊後方支援本部に職員１名を、こちらは出動

指示が出された直後の１３日の日に派遣しており

ます。 

 ５ページ目ご覧ください。これは活動部隊のスケ

ジュールとなりますけども、遠方であるため、初日

は移動日として、福井県の消防学校に宿泊して、翌

日、現地に到着、実活動については、３日目から５

日目の３日間、最終の６日目は帰任というスケジュ

ールで連続的に派遣しております。１つの隊が実活

動する期間をおおむね３日間としてスケジュール

が組まれております。 

 次のページご覧ください。６ページになります。

これが派遣の全日程となります。第１次派遣から第

１０次派遣まで４０日間で派遣人員は延べ５６名

となっております。第１次隊から第３次隊までは、

消火隊、救急隊、後方支援隊、９名を派遣しており

ましたが、現場のニーズに合わせて、徐々に漸減さ

れまして、後半は後方支援隊２名の派遣となってい

ます。あと、派遣人員に関してですけども、例えば、

１次派遣隊と２次派遣隊の重なるところを見てい

ただくと、この２日間については、トータルで１９

名の職員を派遣しておりまして、人員のやりくりに

も苦労したところでありました。 

 次をご覧ください。７ページになります。活動場

所についての説明となります。青で示した箇所が兵

庫県大隊の活動拠点となるやなぎだ植物公園とい

うところで、赤で示した箇所が検索活動を行った３

か所、そしてグレーで示した場所が被災地の消防署

に対して活動支援を行ったところになります。 

 次のページをご覧ください。まず、被災地への移

動ということで、豊岡隊は左側の地図で示しました

経路、舞鶴若桜自動車道から、北陸自動車道へ行き

まして、そこの南条サービスエリアで阪神方面から

現地に向かう兵庫県隊と合流して、初日は福井県消

防学校で宿泊、翌日に能登に向かいました。ですが、

第１次隊が能登町に入った１６日になるんですけ

ども、降雪に見舞われました。そういった中で、雪

道の走向に慣れている豊岡隊が兵庫県隊の５２隊

を先導する形で現地に向かったという経緯がござ

いました。 

 次をご覧ください。活動状況として、後方支援隊

の様子を写真を基に説明いたしますと、宿営地に使

用したやなぎだ植物公園ですけども、ここは自然林

を含めて、約３０ヘクタールの面積を有する植物公

園となっております。昨年１１月に石川県防災総合

訓練で、県外から消防援助隊の訓練会場になった経

緯があるようです。他の県隊も同じ場所を宿営地と

されており、赤丸で示した箇所に兵庫県がテントの

設営などを行っています。ここでもまず、テントの

設営の前に、除雪作業というふうな形になっておっ

たようです。 

 次のページご覧ください。これは、テントの中の

様子となります。 

 引き続き、次をご覧ください。これは、テントを

設置した全景と食事用のテントの様子なんですけ

ども、コロナ禍の影響もありまして、宿営地の設営

については、感染防止対策を配慮しております。例

えば、食事エリアと宿泊エリアを明確に分けて、食

事エリアに入る際は、手指消毒と足元の消毒などを

徹底して管理を行っております。 

 次をご覧ください。この左側の写真は、除雪作業

の様子なんですけども、写真の除雪機はここの施設
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のものを借用しておりまして、こういった機械の取

扱いにも、豊岡隊が大変貢献したようです。また、

右側は深夜に風雪によって、豊岡のテントが破損し

た状況となっております。 

 次をご覧ください。１３ページになります。これ

は、運送業者によって、神戸から宿営地へ配送され

た食料など、必要物資を搬入している状況となりま

す。こういった必要物資の発注や運送業者の手配な

どを神戸市消防局内の兵庫県大隊後方支援本部が

行っております。 

 次のページをご覧ください。これは、各派遣隊が

活動を終えた際の解散式の様子となっております。 

 次のページをご覧ください。ここからは、捜索活

動を行った状況となります。まず、最初に、捜索活

動を行った名舟町の位置状況と付近の様子です。地

方の小さな港町で、背後に山林があるという当地の

沿岸部でも見受けられる地理状況であります。 

 次をご覧ください。これは、現場の状況となりま

す。土砂が流出してる状況と、右側の建物には火災

が発生している状況です。 

 次のページをご覧ください。１７ページ、これは

被災前の状況をグーグルマップで示しております。

この左側の山林から土砂流出ということになって

おります。次のページ、１８ページご覧ください。

これが活動中の全景となりますけども、次のページ、

引き続きご覧ください。１９ページになります。ほ

とんどの活動がこのように手掘りで行方不明者の

捜索をという形になりました。 

 次をご覧ください。ここからは輪島市町野町の状

況となります。ここは珠洲市に近い山あいの集落と

なっております。 

 次のページをご覧ください。この現場でも、雪に

より捜索活動が難航しておりました。宿営地から現

場まで、車両の移動が２時間、車両では捜索現場近

くまで行けずに、さらに徒歩で１時間の移動となっ

ています。 

 次をご覧ください。これが捜索現場の全景となり

まして、引き続き、次のページをご覧ください。こ

こでも、手作業の捜索活動が中心ということになっ

ています。 

 次のページ、２４ページご覧ください。これも同

じく現場の様子ですけども、現場の移動もかなり厳

しい状況となっておりました。 

 次をご覧ください。最後の現場なんですけれども、

市ノ瀬町の状況となります。ここは輪島の朝市から

直線距離で南に約６キロほどの位置するところと

なります。 

 次をご覧ください。このように、左の写真なんで

すけども、写真手前から奥に向けて土砂が流出して

おる状況で、右の写真はグーグルマップから引用し

た被災前の状況となっております。 

 次のページ、２７ページご覧ください。このよう

に、終始手作業によって、建物建材などの除去を行

っております。隊員はどろどろになりながらの活動

ということになっております。 

 次のページご覧ください。救助犬も投入されてお

ります。左側の写真になります。辺りが暗くなるま

で活動を続けていたようでございます。 

 次をご覧ください。この現場、活動終盤では、建

設業界の大型の重機が投入されております。 

 次をご覧ください。このように、捜索現場でもテ

ントを設営して、後方支援隊による食事の提供など

を行っておりました。また、右側の写真はドローン

により現場の状況を確認した状況でございます。 

 以上、３か所の土砂災害現場で捜索活動を行いま

したが、残念ながら、兵庫県隊では行方不明者の発

見には至っておりません。 

 次、３１ページご覧ください。続いては、被災地

消防署への支援の状況ということになります。まず、

消火隊が能登消防署へ出向しまして、管内の道路状

況や消防水利などの調査を行っております。 

 ３２ページをご覧ください。次になります。左側

の写真なんですけども、この車両、豊岡消防署の車

両ですが、被災地の道路事情が悪いという事前情報

から、軽トラックを派遣車両としておりました。こ

ういったところで機動力を発揮できたと考えてお

ります。 

 次をご覧ください。これも道路被害の状況なんで
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すけども、下水道管が配管ごと地面から飛び出した

場所もあったようです。 

 次をご覧ください。このように、収集した被害状

況を地図に落とし込むという作業を行っておりま

す。 

 次をご覧ください。続いては、救急事案に対する

支援の状況となります。当本部の救急隊は能登消防

署宇出津分署と輪島消防署の２か所で支援を行い

まして、派遣中に１３件の救急事案に対応をしてお

ります。 

 次をご覧ください。これは救急活動の様子です。

搬送先の病院が右側なんですけども、公立宇出津総

合病院ですけども、玄関のほうには仮設トイレが設

置されていたようです。 

 次をご覧ください。３７ページになります。これ

も現場の状況なんですけども、右側の写真に２人の

隊員の後ろ姿が写ってます。その中の右の隊員は背

中に奥能登広域能登消防署とあります。このように、

１名の現地職員が救急車に乗り込んで一緒に活動

して、現場までのナビゲーションであるとか、病院

連絡などを行っていただいております。 

 次をご覧ください。搬送先は病院だけでなく、ド

クターヘリや防災ヘリで引き継ぎ、傷病者のいわゆ

る遠距離搬送も行っております。右側の写真なんで

すけども、防災ヘリの隊員に申し継ぎを行っていま

すが、これ、偶然にも兵庫県の防災ヘリに搬送する

ことになったようで、この赤い服を着た隊員は当本

部から兵庫県航空隊に派遣した職員でした。 

 最後になります。３９ページです。最終日の２１

日に朝９時３０分に宿営地を出発した９次隊と１

０次隊は１８時１５分に消防本部に帰還しました。

派遣中に資機材の破損はありましたけども、けがな

ど、人的な事故がなく、任務を終えてくれておりま

す。 

 なお、現地なんですけども、３月２２日、１４時

現在の総務省消防庁の報告では、３消防本部４隊、

１３名の支援活動が実施されております。当本部に

つきましては、次に災害があった際の応援のため、

また、当地が被災地になった際の迅速な受援活動に

つなげるため、今回の派遣の活動検証を行い、全職

員で情報共有をいたしているところであります。 

 また、派遣した全員から派遣に伴う所管を提出し

ていただきました。内容を見ますと、おのおのの現

場経験値によって違うんですけども、特に若い職員

は、被害状況を間近にしたことの印象、派遣先の消

防職員とのつながり、そして、消防人生にとって大

きな経験であったといった記載が見受けられまし

た。この派遣によりまして、技術的な面だけでなく

て、精神的な面でも職員の成長につながっていると

実感しております。 

 今後も市民の安全安心のため、消防力の強化に努

めてまいる所存ですので、ご指導とご協力をお願い

いたします。 

 以上で報告を終わります。 

○委員長（米田 達也） 向井参事、ありがとうござ

いました。 

 説明は終わりました。 

 質問等、ございませんでしょうか。 

 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） すごい活動報告、きっちりさ

れて、いろいろな感想、それから、こうしたらいい

のになということがありましたけども、被災地の応

援をこれだけ一生懸命していただいたということ

には、本当に感謝しかない。そして、それを持って

帰ってこられて、課題というのも持って帰ってこら

れて、いざ、我が町がこうなった場合、じゃあ、我々

はどうしたらいいのかという、これからはそういう

ことも含めて考えていかなければならないと思う

んです。各部署で今報告を受けましたけど、それを

一括で管理するのが危機管理部ということになる

んでしょうか。それで、今、出前講座をせなあかん

とか、いろいろな、それから消防のほうは大変いい

経験になって、これからのあれになっとるというの

をどっかでまとめられて、今後の豊岡市に生かすこ

とっていうのは、考えられているのでしょうか。 

○委員長（米田 達也） 山本部長。 

○危機管理部長（山本 尚敏） 本日、それぞれの実

際に行った部分での報告をさせていただきました。
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全体としては、まだ、派遣については、まだこれか

らも続いておりますので、今後のことも含めまして、

取りまとめをして、職員の間でも情報共有図ってい

って、例えば、職員も毎年訓練の日を決めてやって

ますので、そういうときも含めて、情報共有を図っ

ていって、今後の対応に生かしていきたいというふ

うには思ってます。 

○委員（木谷 敏勝） ぜひ取り組んでいただきたい

です。以上です。 

○委員長（米田 達也） ほかにありませんか。 

 それでは、ないようですので、（１）能登半島地

震にかかる豊岡市の支援対応については、この程度

でとどめておきたいと思います。 

 次に、（２）の「市民津波避難アンケート」の実

施状況についてを議題といたします。 

 それでは、当局の説明を求めます。 

 危機管理課、お願いします。 

 危機管理課、畑中課長。 

○危機管理課長（畑中 聖史） それでは、資料のほ

うですけれども、市民津波避難アンケート実施状況

についてというものをご覧ください。 

 まず、１ページ目ですけれども、アンケート配布

先ということで、港地区７区ありますけども、全て

の区に配布しております。８６０世帯。城崎は城崎

地域全体に配布いたしております。３１区、１，２

３１世帯ということです。竹野地区で竹野の南、中

を除く竹野地区に１７区、９７２世帯ということで、

全部で５５区、３，０６３世帯、約３，０００世帯

に２月２５日、区長便を配布時に、区長さん通じて

配布をしていただいております。 

 ２の回答数というところですけども、今年の３月

１８日の時点で、ウェブフォームによる回答が４４

７件、１４．６％、紙媒体で返信用の封筒をつけて

おりまして、それぞれ回答された方が直接こちらの

ほうに郵送していただくというパターンで９４４

件、３０．８％ということで、全体でこの時点で１，

３９１件、４５．４％返ってきておるという状況で

の報告になります。今回の特別委員会では、ウェブ

回答分だけを集計させていただいて、回答の傾向を

報告させていただくというものでございます。 

 ２ページですけれども、その概要ですけれども、

まず、あなたは津波警報をどこから見聞きしました

か、当てはまるものを全て選択してくださいという

ことで、複数回答をもらっておるものです。ちょっ

と字が小さいですけども、２の携帯電話の緊急速報

メールということで２３％の方、それから、４のテ

レビということで、皆さんもそうだと思いますけど

も、家でおくつろぎの方、テレビからわんわんわん

わんというようなことだったと思いますけども、そ

ういったこと、その後、防災行政無線が自動起動し

ておりますので、１の防災行政無線、２０％という

ようなことで、津波警報を見聞きされたというよう

な状況でございます。 

 ３ページ、次のページですけれども、見聞きした

後に避難しようと思いましたかということです。１

の避難しなければ危険だと思ったという方が１

７％、念のため避難したほうがよいと思った方が５

５％ということで、多くの方が避難すべきというふ

うに考えられたというものでございます。 

 ４ページですけれども、あなたは当日、津波から

避難しましたかということで、避難したが６０％と

いうことで、人数書いておりますけど、２１９人で

す。避難しなかったという方が１２８人、この部分

で３５％いらっしゃいますけれども、この避難しな

かったという方の中には、本当に避難する必要がな

い地区に住んでおられる方もございますので、この

辺は詳しく分析する必要があるのかなというふう

に考えております。 

 ５ページですけども、あなたが避難しようと思っ

たが、できなかった理由ということで、歩くのが困

難だったという方が１６％、人数にしては、このウ

ェブフォームの回答で３人ですけれども、おられた

というようなことがございます。また、迷ってるう

ちに避難し損ねたというようなことがございます。

これらの方がどこに住んでるかというところもき

っちりクロス集計といいますか、して確認しないと

いけませんけれども、やはり本当に１０分、１５分

で最短、津波が来るということですので、課題かな
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というふうに考えております。 

 ６ページですけども、あなたが避難しなかった理

由は何ですか、これも複数回答お願いしておるもの

です。１番の津波の浸水区域でない場所にいたとい

う方が１３％、それから、標高の高い場所や海川か

ら離れたところにいたという方が１１％、予想され

る津波の高さでは被害が出ないと思ったという方

が２５％ということ、７番目ですけども、市から避

難指示が出なかったからという方も９％ほどおら

れるということです。この辺、警報イコール避難指

示というようなことをすべきということであれば、

していこうというふうなことで、今検討を進めてお

るところでございます。 

 ７ページですけれども、避難をしたきっかけは何

ですかということでございます。数字の大きいもの

としましては、３番の津波警報を見聞きしたからと

いう方が２１％、それから５番目ですけども、テレ

ビやラジオが避難を呼びかけていたという方が１

３％、それから８番目、家族が避難しようと言った

ということで、１１％というようなことでございま

して、やはり津波警報で避難というふうに思ってお

られる方も相当数いらっしゃったのかなというふ

うに思っております。また、やはり家族が一緒にい

て、お父さん、お母さん、逃げるべきだというよう

なことでやっていただけたということで、そういっ

たところはありがたいことかなというふうに思っ

ております。 

 ８ページですけれども、津波避難を開始したのは

いつ頃ですかという問いでございます。（２）の１

６時３０分というところで、地震発生から１８分は

たってるんですけれども、４１％、それ以前の方を

含めると半分以上の方は津波警報を聞いて、すぐに

避難されてるというようなことです。（３）の１６

時４０分までというのを合わせると、ほぼ大体の方

がというような状況でございます。 

 それから、９ページですけれども、避難した場所

まで、あなたはどのような手段で行きましたかとい

うことで、徒歩と車ということですけれども、車が

６３％と、圧倒的に多いということでございます。

先ほども申し上げましたけども、最短で津波１０分

ほど到達するというふうに言われてますので、今回、

時間があったから車だっていうところもあります

けれども、この辺も検証が必要なのかなというふう

に思っております。 

 １０ページですけども、津波の避難をやめて、自

宅などに戻られたのは何時台ですかというところ

です。もう１７時台には１０％の方が戻られたとい

うことですし、１８時台で４２％、１９時台で２

９％というようなことで、この１９時までで８割の

方が避難をやめられてるということでございます。

この辺、警報がずっと翌日の１時過ぎまで警報が継

続されていましたので、この辺、どう捉えるかとい

うところは課題かなというふうに思っております。 

 １１ページですけれども、避難をやめる判断をし

て、自宅に戻られたのはどういう理由ですかという

ところでございます。（２）で津波の到達予想時間

に到達した津波が低かったためという方が１７％、

それから、ごめんなさい、４番目が日が暮れて気温

が低下してきたためということが１４％、それから

同じ場所にいた避難者が帰宅を始めたのでという

ことが２６％というようなことでございます。この

辺もどうかなというところは検証する必要がある

のかなと思っております。 

 １２ページですけども、今後の予定ということで

書いております。今月中でアンケートの集計を完了

いたしまして、４月入りましたら、県立大学のほう

にデータを送付、それから５月下旬には大学から分

析の中間報告をいただいて、７月にはアンケート結

果の分析、検証の報告書というものをいただいて、

その後、市民へ公表したいというふうに思っており

ます。本当にまだ途中経過ですので、数字が一部出

てるというものでございますけれども、本日はこの

程度でご容赦いただきたいと思います。 

 危機管理課から以上です。 

○委員長（米田 達也） 畑中課長、ありがとうござ

いました。 

 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 
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 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） この県立大学にデータを送付

して、中間報告を受ける、何をこのアンケートから

導き出したいことなのか、分析の、何を分析しても

らって、何に生かそうというように依頼をされるの

かが、ちょっとお聞きしたいんですけど。 

○委員長（米田 達也） 畑中課長。 

○危機管理課長（畑中 聖史） 最終的には、今後の

津波警報が発表されるような事態があった場合に、

どういうふうに情報を伝えると市民が避難をして

いただけるのか、まずそこのところをきっちり我々

がこうすべきだということを固めたいというとこ

ろが１つあります。 

 それから、避難先のこともありますし、今、豊岡

が想定してるのは、地震発生から１０分ほどで津波

が到達するというのを一番大きな被害といいます

か、ということで想定しておりますけれども、それ

以外にも警報が出る可能性がございますので、避難

指示はすぐに出すものの、その後、どういった情報

を出していくべきかというようなところを検証し

て、分析していきたいなというふうに考えておりま

す。 

○委員長（米田 達也） 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） 一般質問でも、今回、たくさ

んの質問があって、市民の人もまだ、もやもやしと

る気持ちを持っとられるんで、７月に大学からアン

ケート結果の分析、それから何とかするんじゃなく

て、今、豊岡市において、この前の１日のいろんな

ご意見を出とるし、議員からもいろいろあった、そ

れを踏まえて、今、豊岡市としてできることは何な

のかということで、アンケートの結果だけではなく、

今できることをしておいてほしいというふうに思

うんだけど、そこら辺はどう考えとんなるんですか。 

○委員長（米田 達也） 畑中課長。 

○危機管理課長（畑中 聖史） ちょっと言葉足らず

の部分がありまして、今、まさに木谷委員がおっし

ゃったようなことで、今、必ずすべきというところ

は考えておるところでございまして、本当に検証検

証と言っておりますけれども、検証するまでもなく、

やはり津波警報が出たら、すぐ避難指示を出し、体

制を整えるべきだというふうに考えておりますの

で、その辺はもうちょっと細かい調整すべき点がご

ざいますけれども、そこはきっちり対応するつもり

でございます。繰り返しになりますけれども、やっ

ぱり逃げない心理があるというようなところって

いうのは、データをちゃんときっちり持っておきた

いというとこもございますので、検証のほうもきっ

ちりさせていただきたいというふうに思っておる

ということで、行動につきましては、あらかたこう

すべきというところは考えておるところでござい

ます。ご理解いただきたいと思います。 

○委員長（米田 達也） ほかにありませんか。 

 小森委員。 

○委員（小森 弘詞） １２ページにアンケートの実

施状況について、今後のスケジュール的なものが示

されていますけども、これはアンケート結果の分析

等々のスケジュールだと思うんですが、先ほど、木

谷委員との質問にも関係するんですが、市の対応の

検証とそれの公表なり、検証結果に基づいた今後の

対応の公表っていうのは、これと合わせてされるの

か、もっと早い段階でされるのか、市の行動対応に

ついての検証について、スケジュールなりを教えて

ください。 

○委員長（米田 達也） 畑中課長。 

○危機管理課長（畑中 聖史） 市の行動につきまし

て、今先ほど、木谷委員のご質問の中でお話しした

とおり、あらかた方向性を決めようとしております

けれども、まだ具体的に細かいところ、例えばそれ

を周知していって、各関係区長さんにもご理解をい

ただかんなんと思っておりますので、こっちが一方

的にこうしますんで、あとよろしくっていうわけに

はいかないと思っておりますので、その辺は調整し

ながらということになりますんで、ちょっと多少時

間はかかるのかなとは思っておりますけれども、そ

ういった、こちらがこうしたいと思ってることを、

まずそういった関係区の方に周知をするのをでき

るだけ早くというふうに考えておるところでござ

います。 
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○委員（小森 弘詞） 分かりました。 

○委員長（米田 達也） ほかにありませんか。 

 じゃあ、私から、１点の要望と１点のご質問をさ

せていただきたいと思います。私も沿岸部で様々な

住民さんの意見を聞いてますと、やっぱり避難指示

が出ていたら、今回、ここまでといいますか、こう

いう対応に、ここまでの意見は出てなかったんじゃ

ないかということと、あと、情報がすごく入手しに

くかったという声も多くありまして、その点に関し

ては、市のされてるＬＩＮＥっていうのがすごい有

効じゃないかと痛感しました。防災無線は、やっぱ

り現地で持ち出すということは、いざ災害が起こっ

た際に、現実的に難しいんじゃないかっていうこと

と、やっぱりＬＩＮＥでありますと、携帯の電波さ

え入れば、情報の収集が市のほうからどんどん発信

されることが分かると思いますんで、さっき見ます

と、今の時点で１万３，０００人弱ぐらいが、多分

登録者がおられるかと思うんです。つい２週間ぐら

い前までは市民の数からいいますと、７人にお一人

ぐらいが登録をされてて、今だと、もう６人に１人

ぐらいの登録者数がおられるかと思いますんで、大

体、周知をもう少ししていただけると、もっともっ

と登録者数も増えていくかと思いますんで、これ、

非常に有効だなというのを痛感したもんですから、

もっと周知のほうを徹底していただけたらなと思

う次第です。 

 もう１件、質問としまして、すみません、一般質

問でいろいろしてたんですけども、それがちょっと

できなくて、この場で、どういうふうなお考えかと

いうのをお聞きしたいんですけども、ちょうど今般

の地震を受けて、新たに市民の皆様が災害に対する

危機管理、防災意識っていうものを改めて持たれた

ことかと思うんですけども、ちょうど来年、北但大

震災から１００年っていう時期を迎えるかと思う

んですけども、市として、１００年前の先人たちが

復興をなされたことでありますとか、当時の震災の

情報なんかを、少しでも風化させずに、豊岡でもこ

んなことがあったんだというようなことを引き継

いでいくといいますか、していくために、市として、

何かどういった工夫ですとか、何か考えておられる

ようなことがあれば、お聞きしたいと思うんですが。 

 畑中課長。 

○危機管理課長（畑中 聖史） まず、１点目のＬＩ

ＮＥの登録等のことでございます。おっしゃるよう

に、情報が入ってこないというようなことをたくさ

ん声を聞いておりますし、このアンケートでも一部

出てきております。ただ、何も手ぶらで行ったって

情報なんて入ってこないので、おっしゃるように、

そういったＬＩＮＥの登録ですとか、こちらとしま

しては、防災の豊岡防災ネット、ひょうご防災ネッ

トアプリなんかも入れていただきたいんですけれ

ども、やはりＬＩＮＥというのが、すごいハードル

が、言葉はあれですけど、低いというようなところ

で、登録してもらいやすいのであれば、そういうの

をどんどんどんどん周知していきたいなというふ

うに思っております。 

 それから、北但大震災のお話がございました。ま

さに議会答弁で作成しているものを今、ちょっと持

っておりますんで、その辺から引用したいと思って

おります。まず、どういうことをしようかというと

ころ、今、兵庫県と調整を行っているところでござ

います。１点考えておりますのが、後世に引き継ぐ

好事例として、田結村の奇跡というものがございま

して、これを広めていきたいなというふうに思って

おります。内容としましては、震災国日本における

模範的な行動ということで、地震学者の今村明恒博

士という方が称賛をしてくださったというような

ことでございます。地震で倒壊した家屋の下敷きに

なった人の救出よりも先に消火を優先して、延焼を

食い止め、その後に多くの命を救出すると、救助す

るというような事例です。この田結村の奇跡につい

て、中学校の中学生なんかに、防災授業の実施を今

現在、検討しております。 

 それから、震災からの復興ということで、今、こ

の市街地に残る復興建築物に焦点を当てるという

ようなことで、例えば、復興建築物のスタンプラリ

ーというようなこともできればなというふうに考

えております。 
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 また、北但大震災で多くの方が犠牲になられまし

た城崎地域では、毎年、城崎消防団とかが５月２３

日に消火訓練ですとか、犠牲になられた方の慰霊を

行われております。１００年目となる２０２５年に

は、例年の活動にプラスした活動を検討されてると

いうのも今、お聞きしております。さらには、民間

の事業者の取組としまして、復興１００年記念フォ

ーラムというのを開催されるというようなお話を

聞いておりますので、この辺も市が絡めたらなとい

うふうに考えておるところでございます。以上です。 

○委員長（米田 達也） ありがとうございました。 

 ほかにございませんか。 

 それでは、ないようですので、２番の「市民津波

避難アンケート」の実施状況については、この程度

でとどめておきたいと思います。 

 ここで、委員会を暫時休憩します。 

午前１０時４５分休憩 

──────────────────── 

午前１０時４６分再開 

○委員長（米田 達也） 委員会を再開いたします。 

 次に、４、その他に入ります。次第には書いてお

りませんが、例年、特別委員会の管外行政視察を７

月に１泊２日で実施しております。つきましては、

次回４月開催の事務概要に関する委員会のときに、

具体的な事項について協議したいと思いますので、

それまでに視察先及び内容等を考えていただきま

すようお願いします。 

 その他、委員の皆さん、何かありましたらお願い

いたします。 

○委員（福田 嗣久） 今の特別委員会の視察って、

大体いつ頃、何月。 

○事務局総務係長（伊藤八千代） 大体７月の中下旬

ですね。 

○委員（福田 嗣久） 中下旬、７月のね。 

○事務局総務係長（伊藤八千代） はい、中下旬で。 

○委員長（米田 達也） 去年は神戸でしたよね。 

○事務局総務係長（伊藤八千代） 去年は神戸でした

ね。２４、２５とか、その辺りの暑いような時期だ

ったと思います。 

○委員（福田 嗣久） ７月の中下旬。 

○事務局総務係長（伊藤八千代） はい。 

○委員（村岡 峰男） それ、エリア的には、どの辺

まで想定できるんですか。 

○事務局総務係長（伊藤八千代） 基本的に常任委員

会はＪＲとか公共交通なんですけど、特別委員会は

公用バス、マイクロバスが行ける範囲っていうこと

になってますので、今まで一番遠くで、どこに行き

なったんかな。でも、何か距離が決まってまして、

４００キロか何かだったと思います。 

○委員（村岡 峰男） 三重県から。 

○事務局総務係長（伊藤八千代） 三重県とかね。 

○委員長（米田 達也） 名古屋も４００あったら行

けますね。 

○委員（村岡 峰男） うん、その辺までだ。古屋か

ら。石川県白山市だったかな、ほかの委員会で。 

○委員（福田 嗣久） すぐ忘れちゃうわ、どこ行っ

たか。 

○委員（村岡 峰男） 四国は・・・。 

○委員（福田 嗣久） 防災服着て行きましょうか、

スコップ持って。 

○委員（義本みどり） スコップ持って。 

○委員（村岡 峰男） これ・・・新幹線か。 

○委員長（米田 達也） いやいや、バスです、バス

です。 

○委員（村岡 峰男） いやいや、違う。新幹線が開

通したところを見に行くってか。 

○委員（福田 嗣久） 北陸の敦賀まで行ったら見え

ますね、新幹線。 

○委員長（米田 達也） じゃあ、北陸方面でちょっ

と、施設が。 

○委員（村岡 峰男） どこでもよろしいで。 

○委員（木谷 敏勝） 正副に任せます。 

○委員長（米田 達也） じゃあ、ご意見、これ参考

にしながら、正副委員長にご一任願えたらと思うん

ですけど、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（米田 達也） 日程調整や何かも、また事

務局のほうからメールで送らせていただきたいと
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思いますので、よろしくお願いいたします。 

 よろしいですか。 

○事務局総務係長（伊藤八千代） はい。 

○委員長（米田 達也） それでは、以上をもちまし

て、本日の防災対策調査特別委員会を閉会いたしま

す。お疲れさまでした。 

午前１０時５０分閉会 

──────────────────── 


